
		
地域密着型サービス運営推進会議記録（R　8年度 第1回）

	事業所名
	セカンドハウスサクラ

	サービス
種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	8年　4月　16日　　　１３時３０分　～　１4時　10分

	会場
	セカンドハウスサクラ　多目的ホールにて

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	人

	
	事業者
	1人

	報告事項　
	

	（１）登録状況
（２）利用者の入退院状況について
（３）問い合わせについて
（４）活動報告
（５）報告事項
	

	議題
	












	（１）登録状況
R8.4.13現在登録者20名。(入院中2名含む)
男性　　4名　女性　　16名。利用者様年齢　６1歳～９９歳　　　　
要支援2　3名　要介護1　2名　要介護２　8名　要介護３　1名
要介護4　3名　要介護５　3名

（２）利用者の入退院状況について
　　A氏　自宅で転倒。以前骨折した近くにヒビが入り入院中。
　　　　4/14転院し回復期病棟でリハビリ中。在宅復帰予定であるが、退院直前
のADLによっては施設入所を検討する。
　B氏　子と外出中に店内で転倒。病院受診し骨折と診断され4/9に手術施行。
　　　　本人は入院中の病院の回復期病棟に転棟希望されているが、転院等未定。

　<利用終了>
　C氏　3/30　自宅で急変、亡くなられる。
　（３）問い合わせについて
　特になし。
　
　【前年度利用状況との比較】
	
	令和7年3月
	令和8年3月

	通い
	340
	383

	泊り
	243
	282

	訪問
	40
	31

	平均介護度
	2.8
	3.3



（４）活動報告
・さくらだより　毎月発行　
・プライバシー保護に関する研修
第1回身体拘束適正化検討委員会
　虐待防止検討委員会実施予定
・花見(熊谷、事業所近隣)
　悪天候の多い時期ではあったが、体調も考慮しながら利用者様に花見を楽しんでいただいた。

（５）報告事項
利用者からの不満　1件
これまで利用していたサービス　サクラと福祉用具貸与
内容　月末に退院後少しの間サクラを休まれると話されていたが、翌月半ばが近づいても利用再開のメドなし。本人よりしばらく休むと話がありR4.3の実績が福祉用具貸与のみになる。
サクラの利用がなくても、介護保険で福祉用具を借りる場合結果的にサクラの利用料も発生する為、居宅介護支援事業所への相談も含め、本人・長男に説明。
長男は本人任せると。結局長男が福祉用具をインターネットで購入し、R4.3は自費レンタルになる。　本人より自費レンタルになる場合は教えて欲しかったと言われるが、R4.3初旬より何度も説明はしている。本人は70代後半理解力が低下、長男は本人任せ。
今後の改善策　説明の機会はこまめに持っている。福祉用具のレンタルが自費になる旨サクラより説明したが、今後は事業所に同行訪問してもらい説明をする。
本人が市役所に相談をされ、結果的に色々な方を巻き込んでしまうことになった。今後のサクラの利用については、必要時に連絡しますと本人より。
出席者より　介護保険に関する仕事についていなくても、対応の難しさを感じる。
　　　　　　これまでの経緯、利用終了が難しいことも含めお世話センターに相談してはどうか。
	



